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（コード番号：9235 東証グロース） 

問 合 せ 先  取 締 役 C F O  植 木 原 宗 平 

  （TEL 092-834-5520） 

 

株式会社 CROSS FMとの業務提携契約に関するお知らせ 

 

  
 

株式会社売れるネット広告社（本社：福岡県福岡市、代表取締役社長 CEO：加藤公一レオ、東証グロース市

場：証券コード 9235、以下 売れるネット広告社）は、本日開催の取締役会で株式会社 CROSS FM（本社：福

岡県北九州市、代表取締役会長：堀江貴文、代表取締役社長 大出整、以下 CROSS FM）との業務提携契約を

締結することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１． 株式会社 CROSS FMとの業務提携契約の背景と目的 

2023年日本の広告費は、総広告費７兆 3,167億円となり、インターネット広告費においては３兆 3,330

億円と過去最高を更新しております。一方で、マスコミ四媒体（新聞、雑誌、ラジオ、テレビメディア）

の広告費は２兆3,161億円と依然として大きな市場規模を有しており、そのうちラジオ媒体については、

前年比 100.9％の 1,139億円と堅調に推移しております。（参照元：株式会社電通 2023年日本の広告費） 

なお、当社の代表取締役である加藤公一レオは株式会社 CROSS FMへの出資を行い、取締役(CMO)に就任

しております。 

 

当社は創業以来、インターネット広告を中心としたクラウドサービスおよびマーケティング支援サー

ビスを提供してまいりましたが、今後は「世界中をダイレクトマーケティングだらけにする！」という

ビジョンを叶えるべく、インターネット広告だけでなくマスコミ四媒体への事業領域の拡大を目指して

おります。今回の株式会社 CROSS FM との業務提携によりまずはラジオ媒体での新規事業を進めてまいり

ます。 
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 【売れるネット広告と CROSS FM 業務提携の取り組み内容】 

① 「成果報酬型新マーケットプレイス事業」の企画・開発 

現在深夜帯（26 時～５時）においてホワイトスペース(広告枠がゼロ)を「成果報酬型広告枠」とし

て活用するなど、「成果報酬型新マーケットプレイス事業」を協働で立ち上げ、企画・開発・推進し

てまいります。 

 
 

② ラジオの広告効果測定プラットフォームの協働開発 

ラジオ広告における広告効果の測定、費用対効果の検証および【Ａ/Ｂテスト】実施による広告最適

化を行うなど、ラジオ広告における広告の費用対効果を可視化し、PDCA を回すことが可能となるよ

うなプラットフォーム開発を協働で目指してまいります。 

 

③ ラジオ放送と連動したデジタル広告の企画・開発 

ラジオ番組を動画コンテンツ化し、インターネットや他メディアで配信したり、収録した動画を動画

広告、デジタル広告に活用するなど、ラジオ以外の広告メディアで活用することを目指してまいりま

す。 

 

 

２． 株式会社 CROSS FMの概要 

株式会社 CROSS FM は、福岡県北九州市小倉北区に本社を置き、福岡県内を放送対象地域とする超短

波放送事業を行っている特定地上基幹放送事業者。コールサインは JORV-FM。 

2023 年堀江貴文氏が代表取締役会長、大出整氏が代表取締役社長に就任し、「電波をつかった、大実験

をしよう」をコピーに掲げ、これまでのラジオ局や放送局が手掛けなかった新しい施策に着手している

企業でございます。 

 

https://www.crossfm.co.jp/ 

 

メディアガイドはこちら 

https://www.ureru.co.jp/files/uploads/crossfmmediaguide.pdf 

 

 

 

 

 

https://www.crossfm.co.jp/
https://www.ureru.co.jp/files/uploads/crossfmmediaguide.pdf
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３． 株式会社 CROSS FM経営陣の紹介 

代表取締役会長 堀江貴文 代表取締役社長 大出整 取締役 藤田誠 

   

   

取締役 三戸政和 取締役 (CXO) 梅村和利 取締役(CMO) 加藤公一レオ 

   
   

 
エグゼクティブプロデューサー 

小山薫堂 
 

 

 

 

 

 

４． 今後の見通し 

本件による当社の連結業績に与える影響は軽微と考えております。今後の状況により公表すべき事項が生じ

た場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


